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「第 14 回共に生きる障がい者展」開催 
 

《第 14 回共に生きる障がい者展》が、今年度も大阪府、大阪府教育委員会と

共催で 11 月 12 日（土）、13日（日）の 2日間《国際障害者交流センター（ビッ

グ・アイ）》において盛大に開催されました。 

開会に先立ち、エントランスホールでは、午前 10 時

30 分から、『堺市立三原台中学校吹奏楽部』の吹奏楽演

奏でオープンし、午前 11 時から『開会式典』が行われ

ました。 

 

【第 38 回障がい者作品展】 

1 階ホワイエでは 2日間、大阪府内の障がい者関係福祉施設等に通所又は入所

されている障がい者や、府内に居住する障がい者の方々が、製作された手芸品・

工芸品・絵画・書画・写真・陶器等の作品を展示・即売する『障がい者作品展』

を開催しました。 

この『障がい者作品展』は、障がい者に対す

る社会全般の正しい理解と認識を深めるととも

に、障がい者の社会的自立への意欲を高め、社

会参加の促進を図ることを目的として開催して

いるものです。 

今回、作品展に出展された作品は、手芸品

1,299 点、工芸品 619 点、陶器 626 点、絵画 73 点、書画 4 点、写真 311 点、そ

の他 172 点、展示のみ 20点の合計 3,124 点で、いずれの

作品も立派なものばかりで、来場者の目を楽しませていた

だきました。 

 

【エントランス前屋外】 

2 日間、地域との連携及び集客効果をめざし、地域と 

の協働イベントを実施しました。 

 

○『福祉車両展示』 

ホンダカーズ泉州が、福祉車両 2 台を展示しました。 

 

○『泉ケ丘商店街ブース』 

泉ヶ丘商店街より、ロッテリアと和菓子の花月堂が出店されました。 

 

今年の来客者数は、12 日 5,826 人、13 日 4,436 人 合計 10,262 人が来

場し、連日たくさんの人で賑わいました。 

 



　 　 

　 

　 




